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長峰小学校開校三十周年記念式典を挙行しました

　６月７日（土）、稲城市立長峰小学校の開校三十周年を記
念する式典が盛大に執り行われ、多くのご来賓の皆様、児
童、教職員皆で盛大にお祝いしました。
　式典では、児童が作詞し、音楽専科の教員が作曲した「30
周年のうた」を、６年生が合奏で披露され、１年生から５
年生による合唱が会場を温かな雰囲気で包み込みました。
　児童による「祝いの言葉」の場面では、30年の歩みをふ
り返りつつ、これからの未来への希望を児童が自らの言葉
で語り、出席者全員が長峰小学校の歴史とこれからを展望
する気持ちを共有するひとときとなりました。
　式典後には、広い校庭に出て、地域の方々や卒業生等も
集まり、バルーンリリースが行われ、色とりどりの風船が
空高く放たれました。澄んだ青空へ舞い上がる風船は、笑
顔あふれる30周年の象徴として、未来へ向かう明るい希
望を連想する印象的な場面となりました。
　長峰小学校がこれからも地域に根ざし、シビックプライ
ドを育みながら、次の10年、20年、30年、さらにその先
の未来へと新たな歴史を紡いでいくことを願っています。 ▷問合せ　教育総務課教育総務係

市ウェブサイト

複合施設ふれんど平尾 教育相談室分室（大丸）

長峰小学校と人文字

バルーンリリースの様子

稲城市教育センターを紹介します

　知的障害や発達障害のあるお子さんが小学校や中学校に入学する時
に、もっている力を十分に伸ばすためには、どのような教育環境がふ
さわしいか、またどのような教育支援が必要なのかを保護者とともに
考え、就学先を決めるところです。

【問い合わせ先：特別支援教育相談室　☎042-331-7302】
【メールでの申し込み：syuugakusoudan@city.inagi.lg.jp】

　日常生活や将来に向けた悩みごと、心配ごとに
ついて、心理や教育の専門家と一緒に解決の仕方
を考えるところです。

【問い合わせ先：教育相談室  ☎042-378-2110】
【メールでの申し込み：kyouikusoudan@city.
inagi.lg.jp】

　教職員の資質の向上を図
るため、教職員の研修、学
校の教育活動の支援を行っ
ています。

【問い合わせ先：学校経営支
援室　☎042-331-7919】

　特別支援学級等への入級や特別支援教室への入
室については、令和７年５月20日（火）から10月31
日（金）の期間で申し込みを受け付けています。　
　詳細は市ウェブサイトをご覧ください。

▷問合せ　指導課教育センター係（042-331-7303）

　さまざまな要因により、登校しぶりや不登校の
状況にある児童・生徒に、個別又は小集団による
学びの場や居場所として、支援を行うところです。

【問い合わせ先：教育支援室　☎042-331-7202】

●開館時間
午前９時から午後５時まで

（土・日・祝、年末年始を除く）
●住　　所
稲城市平尾1－9－1  複合施設ふれんど平尾3階・4階
稲城市大丸607－2  都営稲城アパート17号館1階

　稲城市では、平成25年４月から「稲城市教育センター」を開設しています。教育相談、特別支援教育相談、学校以外の場所での学習や集団生活を提供
する教育支援、稲城市立小中学校の教育活動への支援を一体的に実施することにより、一人ひとりを大切にする教育の充実を図っています。
　中央文化センターに隣接した中央教育相談室は閉室し、旧市立第四保育園の園舎を改修して、令和６年４月に教育相談室分室（大丸）をスタートしました。
　ふれんど平尾内の教育センター、大丸分室はそれぞれ、稲城市発達支援センターと同施設内にあり、密に連携した切れ目のない支援体制を整えています。

特別支援教育相談室 教育相談室

教育支援室（梨の実ルーム）

学校経営支援室

令和８年度小・中学校入学予定者の就学相談について

施設案内

・在籍園・学校や医療機関等ですすめられた…。
・子どもに最も合った環境を選びたい…。
・発達がゆっくりで集団について行けるか心配。

・学校へ行きたくない。
・友達関係が上手にいかない。
・勉強が思うように進まない。

市ウェブサイト
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昨年度開催の様子

一
人
ひ
と
り
の
活
躍
と

�

社
会
の
形
成

　

令
和
７
年
度
の
暦
も
、
１
学
期
か

ら
２
学
期
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
夏
休
み
前
ま
で
の
教
育

委
員
会
や
各
学
校
の
取
組
か
ら
考
え

て
き
た
こ
と
を
、
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

４
月
下
旬
、
稲
城
市
教
育
委
員
会

は
、
稲
城
市
立
学
校
全
教
職
員
を
対

象
に
、「
令
和
７
年
度
人
権
教
育
研
修

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。各
学
校
で
は
、

年
間
を
通
し
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」

を
は
じ
め
、
教
育
課
程
内
外
を
問
わ

ず
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

お
い
て
、
児
童
・
生
徒
が
、
自
他
を

大
切
に
思
い
尊
重
す
る
姿
勢
と
実
践

力
を
培
う
よ
う
人
権
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
は
、

日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
児
童
・
生

徒
が
安
心
し
希
望
を
も
っ
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
人
権
の

重
要
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
指
導
・

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
、
人
権
に
つ
い
て
の

感
覚
や
意
識
は
、
必
要
な
瞬
間
に
、

間
髪
入
れ
ず
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
常
に
人

権
に
つ
い
て
意
識
す
る
と
と
も
に
、

鋭
敏
な
感
覚
を
磨
き
上
げ
る
努
力
が

必
要
で
す
。
加
え
て
、
時
代
と
と
も

に
新
た
な
人
権
課
題
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
考
え
を
基

本
に
、
稲
城
市
教
育
委
員
会
は
、
毎

年
、
年
度
当
初
に
、
稲
城
市
立
学
校

全
教
職
員
を
対
象
に
、「
人
権
教
育

研
修
会
」を
継
続
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
多
様
な
視
点
に
基
づ
き

人
権
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
よ

う
、
年
ご
と
に
、
様
々
な
分
野
か
ら

講
師
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の「
人
権
教
育
研
修
会
」は
、

４
月
25
日（
金
）、
パ
ラ
サ
イ
ク
リ
ス

ト
杉
浦
佳
子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
杉
浦
さ
ん
は
、
稲
城

市
ご
在
住
。
２
０
１
７
年
・
２
０
１
８

年
と
続
け
て
世
界
選
手
権
に
て
優
勝
、

さ
ら
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
東

京
２
０
２
０
大
会
・
パ
リ
２
０
２
４

大
会
の
、
２
大
会
連
続
金
メ
ダ
リ
ス

ト
で
す
。
こ
れ
ら
の
輝
か
し
い
実
績

か
ら
、
稲
城
市
で
は
、
昨
年
、
杉
浦

さ
ん
を
、
稲
城
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ア

ス
リ
ー
ト
と
し
て
認
定
、
さ
ら
に
市

民
栄
誉
賞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
ご
講
演
で
は
、「
共
生
社

会
の
実
現
」を
演
題
と
し
て
、
杉
浦

さ
ん
ご
自
身
が
こ
れ
ま
で
の
道
の
り

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
自
信
や
希
望

を
も
っ
て
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
か
に
つ

い
て
、
ま
た
、
多
様
な
人
々
が
一
緒

に
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
の
価

値
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
お
話
し
く
だ

さ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
杉
浦
さ
ん

の
お
話
か
ら
、
私
は
特
に
、「
全
て

の
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が
、
必
ず

何
ら
か
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て「
そ
れ
を
開

花
さ
せ
る
よ
う
、
よ
さ
を
信
じ
、
認

め
、
応
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」と

の
思
い
を
深
め
、
さ
ら
に
、「
社
会

の
中
で
、
人
々
が
互
い
の
強
み
弱
み

を
理
解
し
支
え
合
う
こ
と
」の
大
切

さ
を
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

直
後
の
５
月
の
定
例
校
長
会
の

「
教
育
長
挨
拶
」に
お
い
て
、
私
は
、

こ
の
研
修
会
で
得
た
こ
れ
ら
の
価
値

観
を
校
長
先
生
方
に
投
げ
か
け
、
さ

ら
に
、
１
学
期
間
の
学
校
訪
問
の
際

に
は
、
こ
の
視
点
を
も
っ
て
、
校
内

で
見
ら
れ
る
様
々
な
光
景
を
参
観
し

て
き
ま
し
た
。

　

全
18
校
を
訪
問
し
た「
年
度
当
初

訪
問
」。
校
舎
内
の
、
児
童
・
生
徒

の
絵
画
作
品
や
造
形
作
品
の
丁
寧
か

つ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
掲
示
・
展
示
か
ら

は
、
子
ど
も
達
の
努
力
を
大
切
に
想

う
教
職
員
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
各
教
室
内
の
、
係
活
動
や
当
番

活
動
が
記
載
さ
れ
た
掲
示
物
か
ら

は
、
仲
間
の
役
割
を
認
め
合
う
学
級

づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、各
学
校
で
は
、

教
室
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
居
場
所
づ
く
り

設
置
の
工
夫
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
を
重
視
し
た
教
室
環
境

や
授
業
づ
く
り
、
児
童
一
人
ひ
と
り

を
複
数
の
教
職
員
が
連
携
し
て
支
援

す
る
小
学
校
で
の「
副
担
任
制
」や「
誰

で
も
相
談
週
間
」の
取
組
、
と
い
っ
た

学
校
経
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
小
学
校
で
は
、
授
業

中
、
一
人
の
児
童
が
誤
っ
た
解
答
を

発
言
し
た
際
、
そ
れ
を
我
先
に
と
正

そ
う
と
す
る
周
囲
の
子
ど
も
達
を
教

師
は
毅
然
と
制
す
る
と
と
も
に
誤
っ

た
解
答
を
し
た
児
童
に
ヒ
ン
ト
を
示

し
、
学
級
全
体
が
応
援
す
る
態
勢
と

な
り
、
当
該
児
童
は
つ
い
に
正
答
を

導
き
出
す
と
い
う
場
面
に
出
会
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
、
大
人
の
姿
勢
が
子

ど
も
達
の
人
権
意
識
を
育
て
て
い
る

と
い
う
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
た

瞬
間
で
し
た
。

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
は
、
市

立
学
校
18
校
中
の
８
校
に
お
い
て
運

動
会
・
体
育
祭
・
体
育
大
会（
体
育

発
表
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に

お
い
て
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
工
夫

さ
れ
た
種
目
・
演
目
の
設
定
、
係
活

動
に
よ
る
子
ど
も
達
の
活
躍
、
仲
間

を
力
い
っ
ぱ
い
応
援
し
合
う
姿
な

ど
、
ど
の
学
校
で
も
、
ど
の
場
面
で

も
、
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
、
特
に
私
は
、
上
級
生
の
競

技
種
目
に
審
判
・
ジ
ャ
ッ
ジ
を
担
う

中
学
生
の
姿
が
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。
学
年
の
上
下
に
関
わ
ら
ず
自
ら

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
は
、
自
ら
が
責
任
を
も
ち
、
力
を

発
揮
し
、
仲
間
と
と
も
に
社
会
を
形

成
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
培
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
確
認
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。

休
み
中
に
は
、
ご
家
庭
や
、
子
ど
も

達
を
見
守
り
ご
支
援
く
だ
さ
る
地
域

の
団
体
等
の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
達
に
、
長
期
休
業
中
な
ら
で

は
の
活
動
や
学
び
の
機
会
を
く
だ
さ

っ
た
り
、
成
長
の
糧
と
な
る
お
声
掛

け
を
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
体
験
の
意

義
を
、
夏
休
み
明
け
に
は
児
童
・
生

徒
同
士
、
ま
た
各
学
級
等
に
お
い
て

共
有
し
認
め
合
い
、
２
学
期
か
ら
の

成
長
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
ら
し
さ
を

存
分
に
発
揮
し
、サ
ポ
ー
ト
し
合
う
、

こ
の
こ
と
を
仲
間
と
と
も
に
実
体
験

し
、
学
び
合
い
、
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
は
、
学
校
と
い
う
場
の
大
き
な

役
割
で
す
。
２
学
期
は
、
中
学
校
修

学
旅
行
、
学
芸
会
や
学
習
発
表
会
等

の
文
化
的
行
事
、
小
学
校
で
の
運
動

会
等
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
し

合
い
、
新
た
な
価
値
を
発
見
し
、
思

い
や
技
術
を
表
現
す
る
機
会
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
伸

び
伸
び
と
力
を
発
揮
し
、
他
者
と
支

え
合
い
な
が
ら
、
社
会
を
形
成
し
て

い
く
と
い
う
実
感
を
得
る
機
会
が
、

た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
は
、
一

人
ひ
と
り
が
認
め
ら
れ
、
互
い
に
尊

重
し
合
う
学
級
・
学
校
づ
く
り
の
実

現
を
、
今
後
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

稲
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長

�

杉
本
真
紀
子

教
育
長
コ
ラ
ム
No.10

春季運動会・体育祭・体育大会が
開催されました

英語で遊ぼう！「いなぎALTイングリッシュフェスタ」を開催します！

　市立小中学校18校のうち、稲城第三小学校、平
尾小学校、稲城第一中学校、稲城第二中学校、稲城
第三中学校、稲城第四中学校、稲城第五中学校、稲
城第六中学校の８校が、５月下旬から６月上旬にか
けて、春季運動会・体育祭・体育大会（体育発表会）
を実施いたしました。雨による順延で平日開催と
なった学校もありましたが、どの学校も当日は多く
の保護者や来賓の方にご参観いただき、児童・生徒
は力いっぱい競技、演技に取り組んでいました。運
動会を通じて、子ども達は自分の目標に向けて努力
することや、友達と協働して競技や演技に取り組む
ことの大切さを学びました。
　気温が大変上がった日もありましたが、各学校で
は、教室の一部開放による休憩場所の確保やテント
の設置等、熱中症対策に取り組み、児童・生徒や参
観者の体調に配慮がなされていました。

　英語を使ったコミュニケーションを楽しむイベント「いなぎＡＬＴイングリッシュフェス
タ」を開催します。今年度より市立小中学校において活躍中の6人の外国語指導助手（ＡＬＴ）
と一緒に、ゲームやクイズ等多彩なプログラムに参加してみませんか。英会話を通じて、
楽しく新しい体験をしながら英語にチャレンジしてみましょう。ぜひご参加ください！

日　時：令和７年８月23日（土） 【午前の部】９時から11時30分（8時45分開場）
                                            【午後の部】13時30分から16時（13時15分開場）
場　所：向陽台小学校　体育館　　　　　　対　象：どなたでも参加できます  
内　容：英語を使用したクイズやゲーム等　持ち物：筆記用具、上履き、飲み物、タオル
申　込：不要　　　　　　　　　　　　　　費　用：無料

※駐車場はありません。公共交通機関での来場をお願いします。

▷問合せ　指導課指導係

▷問合せ　指導課指導係

▷問合せ　指導課指導係

市ウェブサイト

「国連を支える世界こども未来会議 in INAGI」を開催します！
　市立小学校６年生の代表者が集まり、「住み続けられる未来の稲城市」をテーマにグルー
プに分かれてディスカッションを行い、どんな稲城市にしたいか、自分たちに何ができ
るか、自由な発想でアイデアを発表します。ぜひお越しください。
日　時：令和７年８月21日（木）  
　　　　午後３時10分から5時  
場　所：市役所４階市議会本会議場
パブリックビューイング会場：市役所６階会議室

※議場傍聴席は代表児童の保護者を優先とします。
　一般の方はパブリックビューイング会場で会場の
　映像をご覧ください。
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市立中学校のESD取組紹介

南山小学校山本校長と研修団の皆さん

稲城第六中学校 エコ・クッキング学習会
　５月30日（金）、稲城第六中学校の１年生を対象に、東京ガス株式会
社から講師をお迎えして、エコ・クッキングについての学習会を実施
しました。エコ・クッキングとは、身近な食生活からはじめるエコ活
動であり、環境に配慮しながら、「買い物」「調理」「食事」「片づけ」
をすることです。講師から、エコ・クッキングについて説明があった
後に、生徒たちは、買い物、調理、食事、片付けといった場面での環
境に配慮した工夫について、カードを利用して班ごとに楽しく学びま
した。この学習は、今後、全学年で実施する予定です。

▷問合せ　指導課指導係

▷問合せ　指導課指導係

　市の教育ボランティア人材バンクシステムでは学校
のボランティアを募集しています。
　詳細は市ウェブサイトをご覧ください。
▷問合せ　指導課指導係

ファーミン・プライマリースクールとの交流
　５月27日（火）、ファーミン・プライマリースクール（シンガポール）
から子ども達１６人と教職員の方々６人が稲城第四小学校を訪問しまし
た。
　はじめに、体育館で歓迎会を行い、稲城第四小学校の児童が学校生活
や稲城市について英語で紹介し、続けてファーミン・プライマリースクー
ルから、映像による学校紹介や歌の披露がありました。その後は、５年
生と６年生の各教室に分かれて、ゲーム等を通して交流を深めるととも
に、給食の時間には、ファーミン・プライマリースクールの子ども達が
配膳体験をする等、日本の学校生活に親しみました。
　稲城市のグローバル・スタディの一環として、大変貴重な機会となり
ました。

中国の先生方による
南山小学校への学校訪問

　５月22日（木）、「中国江
こう

蘇
そ

省
しょう

小中学校
教師生命教育研修団」が南山小学校を訪
問しました。
　はじめに、研修団からの挨拶と学校長
から学校概要の説明がありました。授業
参観後、栄養士より栄養バランスに配慮
した本市の給食について説明し、給食を
食べながら交流を深めました。
　研修団から、南山小学校が訪問を受け
入れてくれたことへの感謝や充実した教
育施設の数々に深く感銘を受けたこと、
子ども達が元気に挨拶を交わしてくれる
姿に、稲城市の教育の素晴らしさを実感
した等の感想をいただきました。

　稲城市立小学校全12校の５年生が、稲城市坂浜にある青
少年健全育成施設「稲城ふれあいの森」にて、５月から11月
にかけて、自然体験学習を行っています。
　日差しが強い日であっても、木々の生い茂る森の中に入る
と涼しげな風を感じることができます。自然がそのまま残っ
ている森ですが、児童が通る場所は、整備がなされています。
　「ねいちゃーさーくるいなぎ」の皆さんに御協力をいただい
た学校からは、森の中にあるものを活用したゲームが楽し
かったとの感想がありました。また、火起こしを体験した学
校からは、友達と協力して達成する体験がよかったとの報告
がありました。
　秋に実施する学校も、色づいた木々の中で、様々な体験活
動を行う予定です。

▷問合せ　指導課指導係

　稲城市立小学校全12校の６年生が、７月22日から８月２日にかけて、友好都市・
長野県野沢温泉村に２泊３日の宿泊体験学習に行ってきました。今年も豊かな自
然や伝統文化の学習、民宿の方々とのふれあいを通して、たくさんの貴重な体験
ができました。
　長坂ゴンドラに乗車すると、窓から野沢温泉村を一望でき、天気がいい日には
北信地方の山々を望むことができます。標高差789mを約８分間上り、山頂駅（標
高1,400ｍ）で降りると、涼しい高原が広がっていました。
　自然体験のトレッキングでは、宿の方々から草花やブナ林について教えていた
だきました。植樹体験では、これまで先輩方が植えた木の剪定も行いました。
　また、つる細工体験や宿の方々から地元のお話を伺う等、野沢温泉村の伝統を
学ぶことができました。
　最終日は、宿の方々に心からの感謝の思いをお伝えし、今後、中学校１年生と
なり野沢温泉村を再訪することを楽しみに、お別れをしました。

学校活動支援サポーター

ふれあいの森体験学習 野沢温泉村宿泊体験学習

　東京都教育支援機構が運営する人材バンクシステムでは学校での活
動をご支援くださるサポーターを募集しています。
　学校で活動等を希望する方、知識や技術・経験を活かせる方は、ぜ
ひご登録ください。
　活動分野は学習支援、教職員の事務支援、特別支援教育、日本語指
導等があり、活動形態には有期労働・パートタイム等があります。
　学校での活動経験がない方には面談と研修により、サポートいたします。
　ご登録はインターネットからお願いします。
　登録料・紹介料は無料です。
　詳しくは右のQRコードからホームページをご覧ください。
【(公財)東京都教育支援機構】
電話番号：0120-389-055（人材支援課）

市ウェブサイト

募集しています
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　学校給食に必要な経費は、学校給食法により以下のとおり負担するこ
ととされています。
　なお、稲城市では、保護者の経済的負担を軽減するため、稲城市や東
京都の補助金を活用して、令和７年１月から、保護者が負担する学校給
食費の全額補助を行っています。

　６月20日（金）、地域振興プラザにて稲城市の姉妹都市である北海道大
空町の町立高校・北海道大空高等学校の学校説明会が開催されました。
説明会は、大辻雄介校長先生と稲城市出身の大空高校生徒との対談形式
により、学校の目指す教育と実際に在校している生徒のリアルなエピソー
ドを交えながら展開されました。
　「主体性」を大切にする大空高校では、固定の時間割がないのが特徴で、
生徒自身が、自分の進路に合わせた必要な教科を選び、独自の時間割を
組んでいることや、開校し
て間もない高校であるた
め、歴史や伝統にとらわれ
ず、生徒が主体的に考え、
ハロウィンパーティーや地
域の飲食店を活用したカ
フェ運営等の様々な企画を
生み出しているとのことで
す。
　当日は市内の多くの中学
生や保護者の方々が来場
し、真剣に聴いてください
ました。

　７月１日（火）、統括学校支援コンシェルジュの任命式を行いました。
　これまで稲城市では、学校支援コンシェルジュ･佐藤 久美子氏に、東
京都地域学校協働推進員（統括コーディネーター）として活動いただいて
いましたが、この度、佐藤氏が東京都地域学校協働推進員を退任される
ことに伴い、四中ブロックの学校支援コンシェルジュに活動いただいて
いる西田 和弘氏を統括学校支援コンシェルジュに任命しました。
　統括学校支援コンシェルジュとは、東京都地域学校協働推進員（統括
コーディネーター）の稲城市としての新たな呼称であり、市内各ブロック
の学校支援コンシェルジュの方々との連絡調整、情報紹介、人材発掘及
び育成等の役割を担っていただきます。
　統括学校支援コンシェルジュ任命により、本市のコンシェルジュの活
動がさらに充実し、各学校において、より多様な教育活動が展開される
ことを目指します。

▷問合せ　教育総務課教育総務係

▷問合せ　指導課指導係

　稲城市の教育「イエール」をより良い広報紙にするため、
読者アンケートを今号から実施いたします。
　皆さんの感想をぜひお聞かせください。

◎�連続して6日以上（土日祝日を除く）給食を利用しない場合は、事前の
お申し出により学校給食を停止しますので、お早めに在籍校にご相談
ください。

◎�食物アレルギーや乳糖不耐症等のやむを得ない事由により牛乳の提供
を辞退するお子さんは、在籍校にご相談ください。

▷問合せ　学務課学務係

～イベント紹介～
「北海道大空高等学校　オープンクラス summer」
日時：令和７年８月29日（金）13時40分から16時30分
場所：北海道大空高等学校（東藻琴キャンパス）
対象者：大空高校に関心・入学を検討されている中学生及び引率者
内容：探究の授業の見学・学校・塾・寮の説明会・見学会・生徒交流等
申込期限：令和７年８月22日（金）16時
※翌日には寮主催の地域交流夏まつりが行われます。
申込方法等の詳細は市ウェブサイトをご覧ください。

学校給食費の全額補助を行っています

お知らせ

稲城市が負担

学校給食を実施するために
必要な施設や設備、人件費

保護者が負担

学校給食の食材費

稲城市教育委員会では
循環型社会の実現に取り組んでいます

　学校給食を調理する際に発生する野菜くずや給食の食べ残しは全て
回収し、リサイクルしています。

▷問合せ　学校給食課第一給食係

①食べ残しは厨芥処理機で粉砕し脱水

③堆肥化した食べ残し

②ポリバケツに入れてリサイクル業者へ

④堆肥として市内の花壇等に再利用

大空高校学校説明会を実施しました

稲城市の教育「イエール」読者アンケート

統括学校支援コンシェルジュの任命式を行いました

市ウェブサイト

令和7年1月〜
全額補助

　小・中学校の協力者と
して、地域と学校をつな
ぐコーディネーターの役
割を担っています。
　令和７年度は22人が活
動し、地域人材を活用し
た授業のコーディネート
や小中連携事業等に取り
組んでいます。

学校支援コンシェルジュとは
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